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第６回経済活性化対策特別委員会 

～食と観光、農林水産業のさらなる振興と人材の確保・育成～ 

             

日時：令和６年３月２５日（月）１５時４５分～ 

場所：議会運営委員会室  

 

＜ 次 第 ＞ 

１ 開 会                 

 

２ 参考人からの意見聴取         

・ 一般社団法人 豊の国千年ロマン観光圏 

堤 栄一郎 事務局長         １５：４５～１６：３０ 

 

３ 付託事件（２）について        １６：３０～１６：４０ 

 

４ 参考人招致・視察先について      １６：４０～１７：００ 

 

５ その他 
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別 紙 

会議の概要及び結果 

井上委員長 これより、第６回経済活性化対策

特別委員会を開催します。 

本日は都合により、吉村委員が欠席となって

います。なお、委員外議員として守永議員、佐

藤議員が出席しています。 

早速ですが、本日は参考人として一般社団法

人豊の国千年ロマン観光圏の堤栄一郎参考人に

お越しいただいています。発言いただく前に、

私どもより自己紹介を行います。 

〔委員長、委員及び委員外議員自己紹介〕 

井上委員長 堤参考人には大変御多忙の中、御

出席いただき誠にありがとうございます。本委

員会の検討テーマである食と観光、農林水産業

のさらなる振興と人材の確保・育成に関して、

地域連携ＤＭＯとして観光誘致に取り組む立場

から現場での取組や課題、私どもへの御提言等

をお聞かせいただきたいと思います。 

本日は、どうぞよろしくお願いします。 

これより、堤参考人に発言をいただきます。 

おおむね３０分程度で、その後１５分程度の意

見交換の時間を取りたいと考えています。 

 それでは、堤参考人よろしくお願いします。 

堤参考人 改めて皆様こんにちは。今日は御招

待いただきありがとうございます。一般社団法

人豊の国千年ロマン観光圏事務局長の堤と申し

ます。どうぞよろしくお願いします。 

 地域連携ＤＭＯということで、私どもは８市

町村の別府市から北部エリア、国東半島、宇佐

市、中津市、姫島村を含めて取組をしています。 

私の簡単な自己紹介をさせていただくと、出

身は県外の福岡県柳川市で生まれ、大学は大分

大学でお世話になりました。それから２２年間

は大分県にいて、今は４２歳ですが、これから

も永住する予定です。そのときから、たまたま

ですが別府市観光協会に１１年間お世話になり

ました。この豊の国千年ロマン観光圏は、２０

１０年に観光庁の認定をいただいて、地域と連

携して観光をしていこうと始めましたが、別府

市観光協会の事務局で担当してたのがきっかけ

で地域連携の観光づくりの取組を始めました。

法人化するときに観光協会を退職して、弊社の

事務局長となりました。 

 その他のところに書いたマネージャーという

のが、実は２０１４年に観光庁で研修を受けて

観光庁の認定をいただいていますが、観光とは

地域づくりのためにやるものだという研修を受

け、今日話をさせていただく中にもそういった

内容が入っているかと思います。あと、別府市

が大好きなので温泉道名人だったり、マイスタ

ーを取ったりしています。 

８市町村、御存じのとおり北部エリアの地域

づくりということでやっています。今日は三つ

のテーマに絞って、そもそもの観光の部分と千

年ロマンはどんな役割を担っているのかと、今

日のテーマに沿った農林水産業と観光の連携に

よる商品づくりだったり、インバウンドの高付

加価値化という話をさせていただきます。 

 まず観光の部分です。皆さんも御存じのとお

り、高齢化や東京一極集中など日本の課題の中

で非常に恐ろしいのが、全国の市町村のうち約

半分が消滅する可能性があることです。これは

１０年前ぐらいに提言されたことですが、いよ

いよ目に見えてきていると最近ＮＨＫでも報道

されていました。それを解決するために、観光

を使って地方創生をしていくのが今の国の柱に

なっていて、一番下に書いていますが、観光の

目的は地域を元気に活性化することであり、そ

れを前提に取り組まなければならないことを学

びました。 

 今、観光産業は非常にスピードが速く、５年

前とか１０年前からすると全然違う産業になっ

ていると思います。ＩＴ化とかインバウンドが

かなり増えたり、コロナによって非常に打撃を

受けたりするなど、年々非常にいろんな影響を

受ける産業ですが、日本全国どこでも観光をや

る時代になった中で、地域間競争が激化してい

るとすれば、やはり地域の独自性をもっと磨か

ないといけないと言われています。観光の目的
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は地域を元気にすることなので、やはり数を増

やすのではなく質を高めていく必要があるので、

旅行消費額を向上させるとか、２回で飽きられ

るのではなく何度も来たいと思わせる必要があ

ります。また、消費額を増やしていくにはイン

バウンドが重要だと言われています。結局、日

本は人口が減っていて、どんどん減る中で外か

ら観光客を呼んで消費してもらおうという考え

方だと思っています。 

 我々が観光圏を始めたときに掲げたのが滞在

交流型ということで、通常のテーマパークを巡

るような、観光に乗っかってではなく地域の人

と交流してもらい、そこにお金を落としてもら

おうと、地元の方と観光をやっていく形の取組

をしています。やはりこの地域にしかない自然、

歴史、文化、食、暮らしという形で考えていく

と、今日のテーマにある農林水産業が非常に重

要な資源になるのではないかと思います。旧来

型は旅館、ホテル、交通事業者などで観光をや

っていたものが、もっと地域の方がプレーヤー

になって関わっていくのが今のトレンドになっ

ているかと思います。 

 これは観光圏のイメージ図ですが、主たる滞

在促進地域が一番宿泊者の多い別府温泉で、そ

こから宇佐・国東半島へ観光客に行ってもらっ

て２泊３日以上滞在してもらうことをずっと目

指しています。この中で、左下に赤で囲ってい

ますが、地元の方と一緒になってやろうという

ところですね。 

一方、これは観光庁の図になりますが、この

中の左側に新しく農林漁業が加わっており、こ

れまでの観光にこのテーマは余りなかったので

すが、このＤＭＯの制度ができた５、６年前ぐ

らいからやはり農林水産業の１次産業の方にも

観光に関わっていただいて、地域ならではのマ

ーケティングをやっていこうという形が今トレ

ンドになっています。 

 では、うちの観光圏で何をやっているかを説

明させていただきます。こちらがまとめたもの

ですが、８市町村でやっていることで、千年の

記憶がひもとく知られざる日本～千年ロマン時

空の旅～をブランドコンセプトとしています。

この８市町村に根づいている、国東半島宇佐地

域にある神話の時代から古代に続いて中世、近

世、近代、そして現代に続く歴史・文化をブラ

ンドコンセプトにしてやっているので、実はう

ちのホームページやパンフレットには一番集客

力の高いテーマパークは全く出てきません。通

常の観光の情報発信は、大分県や別府市、別府

市観光協会など、それぞれの市町村がやってい

る中で、私たちは地域づくりに特化した観光を

やっていくという役割分担をしています。 

 もう一つが欧州・豪と書いていますが、なか

なかまだ来ていないと言われているヨーロッパ

やオーストラリアからの観光客に来てもらえる

エリアじゃないかということで、その方たちを

主なターゲットにして２泊３日以上の滞在を狙

っていこうとしています。今、東アジアの方に

届けるプロモーションが９割と圧倒的に多いで

すが、私たちは、そこは地元の観光協会とか大

分県、ツーリズムおおいたにお任せして、欧

米・豪の市場に特化したプロモーションをして

いく形で役割を分けています。 

その手段の一つで旅行業という手段を使って

いて、ちょっと小さくて見えにくいですが、右

下の図ですね、ワンストップで我々が旅行会社

とか一般客の予約を受ける仕組みを取っていま

す。これによって、地元の方たちはガイドだっ

たり体験プログラムの事業者として関わってい

ただいて、マーケティングの中で一番難しい販

売の部分、あと煩わしい窓口業務、問合せだっ

たりを我々が一括して担ってます。例えば、農

家がこんな商品を売りたいというときに、我々

に御相談いただいたらそれを商品化する手伝い

をして、それを販売するまで全てをここでやる

ことにしているので、地元の方たちが観光に携

わりたいときに相談しやすい、やりやすい環境

ができていると思っています。 

このエリアのイメージは、宇佐神宮から国東

半島に広がる六郷満山文化を柱として、中世の

田染荘とか城下町が中津市、日出町、杵築市に

あって、近世の時代も楽しめるし、最後に別府

温泉が出てくるところがポイントだと思います

が、別府温泉にも近代に発展した観光地という
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ことで、テーマを持って８市町村が連携してい

るエリアになります。理念もみんなで決めたも

のですが、やはり今、サスティナブルな考え方

が浸透している中で１３００年続いた歴史を千

年後もちゃんとつないでいこうという考え方の

下で、観光地域づくりの取組をみんなで共有し

ながらやっています。企業理念みたいなところ

だと思います。 

 ここは法人化の流れになります。実は、私を

含めて職員は３人の小さい組織ですが、８市町

村の行政とか観光協会、大分県もそうですが、

そういったところと連携しているので、仕事の

役割を分担している関係で、我々３人でも特化

して仕事ができています。このマネージャー１

１人ですが、８市町村でそれぞれいて、こんな

面白い人がいるとか、つなぎ役を担ってもらっ

ています。観光協会の方が多いですが、その方

はもう基本的には退職するまで観光をやってく

れるので、これまで１０年以上ずっと同じチー

ムで観光地域づくりに取り組んでいます。 

 さきほど御紹介しましたが、我々が窓口をや

ることでガイドをしたり、トレイルガイドをし

たりという方もいるし、実は今日、内成でトレ

ッキングをやったり食を提供したりするような

プログラムができないかということで、自分た

ちが商品を売るので地元の方はガイドをやりま

しょうという話を別府市内成地区の方としまし

た。例えば、宿泊もできるのであれば宿泊付き

のプランもできるし、足がない場合は私たちが

地元のタクシー会社と連携しているので、交通

もセットにできます。やはり、肝心な内成に行

ったときに何をしてもらうか、トレッキングを

するのか、田んぼで何か楽しいことをするのか。

ここに地元の方に来ていただいて交流すること

で、よそから来た人が感動する体験とガイド、

この二つに地域住民に関わっていただくことが

満足度につながる重要な部分になっていると思

います。 

 私たちは、一般客がＷｅｂ上で予約を入れる

仕組みを取っていますが、そういった流れをつ

くっているので、地元の方はどんな観光客が来

ても、私からしか予約の電話が来ないと。だか

ら、ＪＴＢとか大手の旅行会社から直接電話が

入ることはないので、そんなに煩わしい調整を

する必要はなくなります。誰が来ても千年ロマ

ンから電話がかかる、メールが来る。なので、

たまたま来る人が大手旅行会社の人なのか海外

客なのか、宿泊施設を通して来るのかという流

れができています。最近は、やはり旅行会社も

多忙な時代になっていて、地域の商品をつくる

担当者は本当にいなくなっています。何をやっ

ているかというと、地元の商品を作れるＤＭＯ

に商品依頼をして、私たちがその商品を作って

値段を付けて旅行会社に売ると。これが売れた

ときの手配も全部我々がするので、基本的に旅

行会社は売ることに専念しています。 

 もう一つ、地域の観光案内所や宿泊施設から

こういうプログラムを作りたい、売りたいとい

う声が実は増えています。それはなぜかという

と、泊まる観光客に、地域にもっと足を運んで

いただきたいという思いもあるし、宿がそうい

う提案ができるようになれば、その宿に泊まる

意味が出てくるということで、宿泊施設で数件、

今何社か連携して販売しているところもありま

す。 

 これがざっくりしたイメージですが、コンセ

プトに沿って２泊３日、長い場合は１週間ぐら

いのプランを作ることもありますが、多言語の

ガイドをうちに連携してくれている方たちがい

て、英語、中国語、韓国語を話せて、そのツア

ーに付きっきりでガイドをできる方が大分県に

は豊富にいます。そういう方々と連携してガイ

ドを担っていただいてますが、日にちによって

はトレイルガイドだったりサイクリングガイド

だったり、地元のまち歩きガイドが出てくるこ

ともあります。 

宿泊は当然、旅館やホテルもありますが、農

村民泊とかそういう取組も宇佐国東半島は盛ん

になっているので、そういう宿泊も提供できる

し、自然の中にトレイルガイドと行ったり国東

半島をサイクリングガイドと回っていただくと

か、今回のテーマになっている農林水産業の体

験を地元の人とするとか、いろんなバリエーシ

ョンでツアーの受入れができるようになってい
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ます。移動手段はタクシーだったりバスだった

り、地元の交通会社とも連携しています。 

 ターゲットは欧米・豪を狙っており、よく本

当に来るんですかと言われます。ターゲットを

決める１０年ぐらい前は余り来ていないんじゃ

ないかと思っていましたが、調べていくと本当

に来ていて、現状は別府市や湯布院とかに集中

して東アジアの観光客が多いかと思いますが、

一方で、数は少ないですが国東半島、姫島村あ

たりに欧米・豪の観光客が来ています。では、

どんな方が来ているかというと、御存じの方も

いるかもしれませんが、杵築市の大田村にＷＡ

ＬＫ ＪＡＰＡＮというイギリス人のポール氏

が立ち上げた旅行会社があって、そのツアーを

通して国東市に１０日間ぐらい来ています。そ

の方たちはトレッキングを主に１０日間歩いた

り、別府温泉に浸かって帰るツアーですが、大

分県に１０日間滞在してくれる実績があったの

で、当時からこれはいけるなという感触はあり

ました。農泊で欧米・豪の観光客が今も増えて

いますが、ロンリープラネットという情報誌だ

ったり、熊野古道に行った観光客が同じような

地域が日本にないかと調べたときに国東市が出

てきたとか、個人の観光客が意外と来ている実

績があったので、この大分県北部エリアに欧

米・豪、ハイエンド層、ちょっとゆとりのある

観光客が来てくれるのではないかというのがつ

かめたと思っています。 

 ここからがテーマに沿って、では具体的なツ

アーはどんなものがあるのか説明します。お手

元にお配りしたパンフレットがありますが、非

常にありがたいことに大分県北部エリアは国東

半島宇佐地域世界農業遺産ということで、昨年

１０周年を迎えた世界に誇るべき認定を受けた

地域です。これは５、６年前ぐらいに当時の担

当者から依頼をいただいて一緒に作ったパンフ

レットで、ちょうど５周年を迎えたあたりでし

たが、世界農業遺産の認定をもらって地元の方

にも少しずつ浸透してきましたが、よその人が

知っているかというと余り知られていない。 

 では、外から来た観光客が世界農業遺産を体

感できるコンテンツを作れないかということで

うちに依頼をいただいて、このパンフレットを

一緒に作りました。開いて分かると思いますが、

１次産業の担い手を主役にして、その方に会い

に行くコンテンツはこれですよみたいなものを

作りました。人を主役にするところを私たちの

テーマとしていたので、こういう作り方をしま

した。作った以上は売らないといけないので、

その売る役割は私たちが担いましょうと。これ

は当然、単年度の事業で作ったパンフレットに

なりますが、作った商品はお金をかけずに我々

が売りますよということで、役割分担してやっ

た事業になります。 

 高付加価値化とインバウンド対応の事例にな

りますが、こういったものが商品化されてくる

と、Ｗｅｂとかパンフレットを見て、旅行会社

とかからこんな原木しいたけのほだ場に行ける

んですかと問合せが来て、私たちに予約をいた

だいたら私たちが調整して、農家が忙しくない

時期であれば受けられますとか、そういう対応

をしていました。最初の商品ですが、世界農業

遺産の七島藺の体験に関して、実は工芸作家の

岩切千佳氏にずっとこのななつ星のプランに対

応いただいていました。そこからバトンタッチ

を受けるような、今も一緒にやっていますが、

世界農業遺産はすごいねとなって、もっとほか

にいいプログラムはないのということでこの素

材集を見てもらったときに、この原木しいたけ

の収穫ってすごいなと。隣にある菊炭、茶の湯

炭を国東市で生産していて、それが同じクヌギ

の木を使っているところが非常にテーマ性があ

るねということで、この原木しいたけと菊炭を

ツアーにできないかと御相談をいただきました。 

 通常、菊炭は工場見学をプログラムにします

が、特別にこの春山氏という方が、右下の写真

にありますが手づくりの囲炉裏と、この方はお

茶もされるのでお茶の道具も貸してくれて、ク

ヌギをテーマに菊炭の体験と原木しいたけを組

み合わせてやりました。これが大好評で、昨年

度のツアーで計１２０人ぐらいの観光客を受け

入れましたが、ななつ星の客なので４日間で百

数十万円でしたが、非常に満足したと。実は今

年度も２期目を２月までにやって、こちらも大
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好評をいただきました。もう一つ大事なところ

は、この世界農業遺産ＧＩＡＨＳガイドです。

農家と茶の湯炭の部長が話もしてくれますが、

バスの中で、まずは世界農業遺産とは何か、ど

んなところが認定されていてどんなところが魅

力なのかを事前にガイドが話をして現場に連れ

て行きます。世界農業遺産の話はこの方がして、

農家には今自分がやっていることを話してもら

う。結果的にストーリー性がつながって、客が

満足する形になっています。でも、やり続ける

と農家も勉強して、自分たちも世界農業遺産っ

てこんなすばらしいんだという話をするので、

観光客は非常に喜んで満足します。 

 ななつ星のプランには、欧米客も時々入って

きたり、台湾客もチャーター便で来たりするた

め、英語を話せる方と中国語を話せるガイドが

必要なので、その方たちもチームに入ってもら

っています。我々にとっても非常にありがたい

事例になっています。 

 今、個別に売れている商品はどんなのがある

かというと、世界農業遺産のコンテンツもそう

ですが、ターゲットとしている欧米客に売れて

いるのはトレッキングとかウォーキングのツア

ーや地獄蒸しを楽しむこと。これは別府の地獄

蒸しを楽しむツアーですが、通常であれば蒸し

工房やレストランというか、誰でも入れるとこ

ろで食を楽しんでもらいますが、我々のツアー

は湯治宿の女将に食材を用意してもらって、そ

れを別の湯治宿の釜で蒸して楽しんでいただく

という特別なツアーをやっていて、それが非常

に好評をいただいています。外国人客にも対応

できるよう、英語で回答できる方も数人います。 

サイクリングですが、これは１０月にフラン

ス人の観光客が来た写真ですが、この右側にい

るのは地元のガイドで、実は耶馬渓の農家なん

ですね。ガイドが農家の家に連れていって、そ

こで農業体験をさせてもらったり、柿をちぎっ

て食べるとか、そういう本当に当たり前のこと

を非常に喜ばれたと思います。 

 別府湾漁船クルーズは別府市と日出町で売っ

ているプランになりますが、漁師のクルーズ船

に乗せていただきクルージングを楽しむプラン

で、朝一の大神漁港での朝食を地元の漁師やお

母さんたちが作ってくれて、天ぷらを揚げてく

れて非常においしい食事を取るプランになって

います。その食も非常にこだわりがあって、そ

ういう説明をすると非常に喜ばれます。 

 アドベンチャートラベル、今大分県でも非常

に力を入れていますが、こちらのツアーもやっ

ていて、自転車で巡るとかウォーキング、トレ

ッキングで一日歩くとか、別府湾でＳＵＰを楽

しむとか、大分県は山も海もある非常に恵まれ

た土地なので、いろんなプランができますよと

いうモデルツアーを作っています。これは小グ

ループ向けのツアーになっています。来年の春

に、実は数件のツアーが決まりました。 

 これは昨年度の秋ですね、コロナ禍から明け

てというか、インバウンドが復活してすぐのツ

アーで、ハワイからのサイクリストの観光客が

１２人でしたが、この８市町村で中津市から半

時計回りに姫島村まで行ってもらうというもの

です。耶馬渓のガイドと日出町の国東半島が得

意なガイドが連携して、バトンでつないだリレ

ーツアーが実現できました。やはりこのときも

農家の家に寄って収穫して、その収穫した野菜

をみんなで一緒に食べるとか、家庭料理を食べ

てもらうのが大好評でした。 

 姫島村では芋切りという郷土料理があって、

芋の粉をうどんにする食文化ですが、これを地

元のおじいちゃんおばあちゃんと一緒に作って

食べるという、非常にローカルな体験プログラ

ムをやっていますが、これも大好評です。地元

の方たちは英語を話せなくても通訳ガイドがい

るので、当たり前に日本語で話してガイドがそ

れを通訳して話すので、インバウンドにおいて

も非常にストレスなく対応できています。 

 最後の話ですが、これはどうやって売ってい

るのかを図にしたものです。国内では、うちの

Ｗｅｂサイトとか旅行会社を通した予約が流れ

てきます。海外客に関してですが、非常に日本

の地方の魅力に関心の高いインバウンドの、特

に欧米客はゴールデンルートで満足しているか

というとそうではなく、人が多いので東京から

離れたいとか京都から離れたいというニーズは
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非常に高いですね。そうしたときに、では大阪

から船で別府市に入って、別府市に１泊しても

らって国東半島、中津市、耶馬渓、姫島村を紹

介すると。こんなゆっくり楽しめる本物の場所

があるのかと、実は大好評で、別府市の温泉の

宿泊と国東半島の歴史・文化と、農林水産業、

自然の魅力がうまくコラボして、そこで２、３

泊したり、長いプランでは４泊、５泊していた

だけますが、そこから電車に乗ってゴールデン

ルートで戻って、大阪とか東京から自分の国に

帰るルートが今、動きつつあります。 

 ありがたいことに、我々のＷｅｂサイトから

も予約が入るようになって、閲覧数、月間ペー

ジビューは本当に数えるぐらいしかないですが

検索されています。先日のシンガポールの観光

客は、シンガポールで国東市の農家と原木しい

たけが出ていた番組を見たそうです。それでＷ

ｅｂサイトで調べたら、私たちのコンテンツは

英語で出しているのですぐに予約してくれて、

先日の３月７日に来ましたが、これは本当にす

ばらしいと。私は口コミを自分で書くから口コ

ミサイトを教えてくれということで、トリップ

アドバイザーとグーグルに口コミを書いてもら

いました。やはり来ていただいた観光客に満足

していただける場所として、大分県は間違いな

いのかなと思っています。 

 ちょっと一方的ですが、一旦私の話はここま

でとさせていただきます。ありがとうございま

す。（拍手） 

井上委員長 これより意見交換に入ります。 

まず、委員の皆さんで御発言されたい方は、

挙手をお願いします。 

首藤委員 ありがとうございました。とてもい

い話を聞かせていただきました。 

 経緯を見ると、随分昔から同じコンセプトで

やっていると思いますが、こういうトレッキン

グとかがブームになっていると感じているのか。

欧米・豪で当初からそういう要求があったのか

をお聞きしたいですが。 

堤参考人 ありがとうございます。２０１０年

からやらせていただいていて、当時はインバウ

ンドがまだ少ない時代だったので、やはり国内

の観光客の滞在、宿泊をいかに増やしていくか

という取組をしていました。ブランドコンセプ

トは当時から、豊後高田市の千年ロマンの構想

を北部エリア８市町村に落とし込んで、千年ロ

マン～時空の旅～という形を取らせていただい

て、コンセプトは変わっていません。 

 ただ、柱にするところを途中で変えたのが、

満遍なく売るのではなく、国東半島の六郷満山

文化を一回柱にしようと８市町村で合意形成を

して、千年の記憶がひもとく知られざる日本と

いうブランドコンセプトを頭に付けたんですね。

これは観光庁の有識者からも、満遍なくやるコ

ンセプトは刺さらないと言われたんですね。そ

れを六郷満山、神仏集合の発祥みたいな部分を

柱にすることで、まずはそこがポイントになっ

て、来てもらうときには時空の旅でいろんなプ

ランが体験できるという売り方を今のところは

しています。 

 欧米・豪に目を向けたのは、平成２６年ぐら

いで、ちょうど私がマネージャー研修を受けた

ときにターゲットはどこなのかという議論があ

りました。最初は、プロモーションでいくと関

東とか国内を意識していましたが、いよいよこ

の地域を本気で売るとなったときに誰に来てほ

しいかというと、やはりヨーロッパや欧米の方

たちでした。専門家の意見を聞きながら、千年

以上続いている文化や歴史があって、しかもそ

れが続いていて、なりわいがあるのは多分世界

中探してもなかなかないという点をコンセプト

にしました。ターゲット層もちょっとずつ探り

探りやっていきながら見出してきた感じですね。 

猿渡委員 ありがとうございました。最近にな

って、私自身は勉強してきた感じでしたが、随

分早くから取り組んでいて、やはり大分県でも

これだけ、実際に欧米からのニーズがあるとい

うのはとても勉強になりました。 

 ガイドについてですが、副業みたいな形なの

か、どういう雇用の形なのか。例えば、サイク

リングツアーだったら、自転車のガイドと通訳

のガイドが別々にということなのか。通訳ガイ

ドも自転車で行くのか、その辺をちょっと具体

的に教えていただけるとありがたいです。 
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堤参考人 ありがとうございます。ちょっと分

かりにくいかもしれませんが、英語、中国語、

韓国語を話せるガイドはスルーガイドとして、

サイクリングガイドとは別に付きます。サイク

リングガイドは基本的に日本語で案内していた

だくので、国内だろうが海外客だろうが同じツ

アーでもＯＫですと。ただ、海外客がいざ来る

となるとコースを変えたりはもちろんしますが、

基本は一緒でも大丈夫です。 

 実は、ガイドっていろんな方がいて、通常の

観光ガイドでやっている方もいれば、全国通訳

案内士という資格を持った方も大分県内にはた

くさんいます。また、トレッキングができるガ

イドはまた違うジャンルになって、トレッキン

グができるガイドで、かつトレイルも英語もで

きるガイド、トレイルもサイクリングもできる、

英語もできるガイドとかもいるので、観光客の

ニーズに合わせて、昨日はクルーズ船のツアー

を手配して、全国通訳案内士の英語ガイドがバ

スに乗って１７人のアメリカ人を案内するツア

ーが動いていました。 

 一方で、サイクリングを希望する方がいれば、

サイクリングガイドと英語を話せてかつサイク

リングができるガイドを手配してチームを組む。

なので、ガイドが全部できなくてもよくて、で

きる人を私たちが手配して一緒にチームを組ん

でやるスタイルですね。皆さん得意分野が違う

ので、観光ガイドだったら私はトレッキングは

無理とか、自転車には乗れない方ももちろんい

るし、両方できる方もいれば観光ガイドより私

は自然なアクティビティガイドがいいという方

もいるので、いろんな方と連携しています。 

 そうですね、実は雇用はしていません。発生

ベースでガイド料をお支払する形です。基本的

な料金はある程度設定していますが、やはりツ

アーの依頼内容によってトレイルガイドだった

ら２万円、英語が話せるガイドだったら３万５

千円と価格が違い、観光ガイドだったら半日で

２万円、１日だったら４万円みたいな、そんな

形で設定しています。料金面で安くしないこと

を徹底していて、旅行会社からよく値下げでき

ないかと言われますが、私たちは地元の方にお

願いをするので、通常２万円でやっているもの

を１万５千円でやってくれませんかみたいなこ

とは基本やらないようにしています。それは、

やはり地域にお金を落としたいということと、

頑張ってくれるガイドに報酬をちゃんと払いた

いという意味で、そこは交渉するようにしてい

ます。 

猿渡委員 そのガイドだけで生活できているわ

けではないんでしょう。本業との日程調整とか、

農家に対する報酬はどういう形かとかいうのは。 

堤参考人 そうですね、まずガイドは、最近は

ガイド業がほぼ８割、７割みたいな人も実はい

て、特にトレイルガイドで英語を話せる方は単

価が非常に高いです。かつニーズが非常に高い

ので、１週間北海道を案内するとか１週間熊野

古道を案内するとか、その中の１週間を大分県

で案内するような形です。実は、大分県のガイ

ドがやっているんですよ。ガイド業が収入の８

割で、副業でゲストハウスをしているとか、農

家に行って手伝いをしているとか、ガイドもト

レイルガイドだったら夏場は非常に厳しいので、

夏はゲストハウスをしているとか、夏はみかん

農家を手伝っているとか、酒蔵で手伝っている

みたいな、いろいろバランスを取っているガイ

ドが多いです。 

 通訳案内士の方は、割とガイドのみに専業さ

れていますが、今は非常に忙しい時期で毎日の

ようにいろんなところをガイドされている方が

多いですが、大分県だけではなく九州全体を案

内するとか、日本の例えば、ゴールデンルート

も大分の人が案内することがあるので、やはり

能力の幅が広がれば広がるほどガイド業として

のなりわいは成立しやすいと思います。 

猿渡委員 農家のおばちゃんとかにも有償なん

ですか。 

堤参考人 必ずお支払します。例えば、立ち寄

って何かを出してもらうんだったら、一人当た

りいくら払いますねという形で、それを旅行の

商品の価格に乗せて私たちが売るので、無償で

手伝ってくれと言ったことはありません。やは

り、地元の方に関わってもらう以上は対価を必

ずお支払して、観光客には何百円でも千円でも
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一人当たりで必ずいただいて、では１０人来た

ら、例えば１万円もらったということになると、

やはりそれで喜ぶし、観光客も喜んでいるので、

もう１回呼んできてくださいとなります。これ

が無償だと、多分面倒くさいからもう嫌だとな

ると思います。だから、いくらだったらできま

すかと地元の方に必ず聞きます。 

三浦委員 二つありますが、去年１年間にどれ

ぐらいの客を扱ったのかと客単価、もしあれだ

ったら、例えばサイクリングツアー８市町村制

覇はいくらずついただいたのか教えていただけ

ますか。 

堤参考人 まず、２０２２年度の利用件数は国

内外を含めて２４９件でした。そのうちインバ

ウンドが５６件、今年２月末までの実績で同じ

ぐらいの数字ですが２３９件で、インバウンド

が７６件。７６件のうちのほとんどが欧米から

の観光客です。人数ですが、２０２２年が１，

８４８人で、そのうち５２７人が外国人、今年

度の２月までの実績ですが、１，４０７人のう

ち６０８人が外国人です。ガイドは別ですね。

ガイドの手配件数は、昨年度が４８件のうち２

６件がインバウンド、数でいくと４７５人で、

インバウンドはそのうち２５３人、今年度も大

体同じような数字ですが、４６件中３１件がイ

ンバウンド、４０９人中インバウンドが２７４

人で、インバウンドの半数以上は欧米です。単

価はコンテンツによってかなり差があります。

（「例えば、サイクリングだと」という者あり） 

サイクリングは、実はこの一番上にいるのが

ハワイの旅行会社の社長ですが、ここが売って

くれて、いくらで売っていたのかな、多分８日

間で６０万ぐらいですかね。多分もっと高いと

思いますが、うちが地元の宿とかガイドとか、

食とか全部宿泊も含めて手配するので、航空券

は旅行会社が手配してくれますが、中津市に来

てからは全部うちが手配しました。そのときで

きなかったのはサポートカーで、この方たちが

してくれましたが、今は大分市にある自転車の

会社と連携したので、大分のサポートカーが手

配できるようになりました。（「その六十何万

は航空券も入って」という者あり）だったと思

います。ぱっと出ないですが。もっと高かった

かもしれません、すみません。うちが来年の春

で見積りを出した１泊２日で１２人のツアーが

大体１２０万円でした。（「１人が」という者

あり）いや、それは全体で、１泊２日で大体１

０万円ですね。（「１人１０万円ということで

すね」という者あり） 

堤参考人 一人当たりの１日の単価が５万円ぐ

らいです。ポール・クリスティＣＥＯも単価５

万円ぐらいをベースにして、それを下回らない

ようにしたいとおっしゃっていましたね。 

二ノ宮委員 私たちが今勉強しているのは、例

えば県内で湯布院とか別府市が観光で一人勝ち

をしているから、それをできるだけ県内に広げ

たい。そして、そのツールとしてできたら農産

物を使うことによって農家の所得も上げたいと

いうのが狙いです。国東市の両子寺とか浮島も

ですが、そういうトレッキングとかサイクリン

グに最適なところを欧米に売り出さないんだろ

うかといつも思っていたんですよ。１０年前か

らそういうことをやっていると聞いてすごいな

と思いました。特にさきほどから聞いてみると、

官と民が一緒になってやっていると。このこと

が大切だと思います。 

 そういうことで、この法人で県下全体に広げ

るのか、逆に言えば今、国東市の中心にあるの

を、例えば佐伯市とか日田市とかにこういうも

のを作って、そして同じような、その地域のよ

さを引き出しながらやることができないかなと

思っているんですよ。 

 もしそういうことに関して何かあれば、ちょ

っと聞かせてください。 

堤参考人 ありがとうございます。私たちも１

０年以上前からやっている中で、最初からイン

バウンドのノウハウがあったわけではなく、や

りながら試行錯誤しながら身に付けていったと

ころがあります。コロナ禍前にちょうどこうい

うツアーができてきて、さあ売り出そうという

ときにコロナになったんですね。コロナ禍の間

に何をやったかというと、こういうツアーをペ

ージで見れるようにしようと進めてきて、コロ

ナ禍が明けたらそれが売れ始めたみたいな。な
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ので、インバウンドの実績はまだそんなに多く

はなくて、走り始めた段階だと思っています。 

これをほかのエリアに広めようという話です

けれども、ノウハウは多分、この窓口の真ん中

の組織があれば我々でなくてもできるんですよ。

その旅行業のノウハウと、地域や官民との連携

をしっかり形にできるのがＤＭＯのあるべき姿

だと思います。なぜ私たちが大分県の８市町村

でやれるかというと、地元の方とのネットワー

クがあるからなんですね。僕らがガイドに直接

電話一本でいついつ行けますか、ではいくら払

います、やりましょうみたいなワンストップで

やれるのが強みなんですね。この組織の役割を

多分、ほかのところが担えない。一般の旅行会

社はもうからないので絶対やりませんと言うし、

ネットワークもない。だからこそ大手旅行会社

は我々に仕事を依頼してきて、この地域だけの

オリジナルの付加価値の高い商品を買ってくれ

るという流れになっています。 

 では、これを例えば佐伯市でやろうとすると、

佐伯市も今ＤＭＯを作ろうとしているので、そ

ういう組織がこういう旅行業を取ってやるかと

いうところですが、あくまで我々は旅行業を使

って地域活性化を図ろうという取組で、１次産

品の６次産業化で商品を売る。物販を強みにす

るＤＭＯも全国にはあるし、農村民泊に特化し

たＤＭＯもあるし、この手法はあらゆるいろん

なやり方の一つだと思います。世界遺産になっ

ている熊野古道で、こういうやり方を僕らより

もっと先進的にやっていますが、そういうとこ

ろもあるし、その地域が何をしたいか、かつＤ

ＭＯを作るなら、そこのＤＭＯが何をしてもら

うか。 

 あと、多分大事なのは私みたいな責任者がこ

ういうことをやりたいかというのも結構大事か

なと思っていて、僕はちょっと変わり者で地域

づくりが大好きな人間ですが、観光協会の仕事

って余り地域づくりに特化していないんですよ

ね。イベントやお祭り、プロモーションとか何

でも屋になっていて、当時１１年いたので経験

しましたが、僕がこんな絵を描いて地域づくり

やりたいと言っても誰がするんだという感じで

はねられる組織でした。新しいＤＭＯで何をや

るのかは改めて決めることができるので、これ

をみんなで一生懸命やろうと決めれば、それに

特化して基本的には事業計画やプロモーション

戦略を作ったりできると思うので、ノウハウは

学べばどこでもやれることだと思います。 

二ノ宮委員 二つだけ教えて。 

 一つは、どうやって地元の人とネットワーク

を作ったかということ。 

 それともう一つは、私たちが狙っている第１

次産業、農林水産業との関わり合いというか、

まだ言えば、そういう人たちがもうかるように

なる。今恐らく、余り数も多くないし、将来的

にそっちの方向に進めるのかということを教え

てください。 

堤参考人 まず一つ目のネットワークづくりで

すが、２０１０年に観光圏ができて、やはり最

初は行政の担当者たちと連携してプロモーショ

ンを中心にやっていましたが、行政の方はどう

しても２、３年で変わるので、観光協会の人た

ちともっと連携しようというところからまず始

めました。プラスだったのが、２０１３年から

ワークショップを地元でやり始めて、そもそも

千年ロマンを誰も知らない時代だったので、私

たちが地元に出向いて、この絵を当時、もっと

雑な絵でしたが、こんなことを目指しているの

で地元の皆さん商品を作ってくれませんか、ガ

イドしませんかみたいな話をしました。やはり、

熱意のある方がたくさんいて５００円取るワー

クショップでしたがどんどん来て、今うちの４

２プランの１０プランぐらいが当時から、最初

は２０プラン作りましたが、そのうちの半分は

今も残っているプランで、中津市の職人、和傘

作りとか染め物の職人とか、そういう方たちが

こういうのをやりたかったんだと。そういうの

を商品化して、うちが売りますと。 

 当時、農林水産業はまだ少なかったと思いま

す。最初はやる気のある人とネットワークを作

って、この手法が確立してからちょうどこの国

東半島の委託を県庁から受けて、これは是非や

ろうと農林水産業の方とネットワークを大体作

れてきました。最近多いのが、中津市だったら
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やばはく、日出町だったらひじはく、宇佐市だ

ったらうさコレみたいな、いろんな博覧会を各

自治体が期間限定でやってますよね。ああいう

手法をまずやって、作ったものは通年販売を目

指すというゴールを最初から見据えていたので、

イベントで終わらせないと地元の方には伝え、

そうするとずっと関係性は途切れないので、イ

ベントが終わったから解散ではなく、イベント

が終わったらこの商品をいくらで売りましょう

かという話を出向いて話をしたりしていました。 

 農林水産業の可能性ですが、やはりすごく僕

は可能性があると感じていて、特にななつ星の

非常に富裕層の観光客が４日間でこれが一番よ

かったと言うんですよ。農家たちも最初は半信

半疑で、このしいたけの何がいいのみたいに言

いますが、観光客がお金を落としてくれて大満

足されて大変褒めていただけると、やはり農家

も私はいいことしているんだなと、世界農業遺

産ってすごいんだなと価値観が変わって、もっ

とこんなことができたらと工夫していましたね。 

 次に自分が狙いたいのは、例えばこのプラン

に参加した小学生とか中学生が農家ってすごく

いいなみたいな、担い手不足につながるような

教育旅行とかになるんでしょうけど、そういう

ところに発展していけたらと。次の世代の子た

ちが農林水産業に目を向けて、漁師は格好いい

とか、農家はすごい、だって５時になって暗く

なったら仕事ができないから終わりだし、土日

もちゃんと休めるとか、実は知られていない情

報ってたくさんあると思うんですね。それを若

い子たちが今の価値観で判断してくれたらいい

なとは思います。 

 実は、パンフレット４ページの清末農園の御

兄弟は脱サラして自分の家業を継いでいますが、

話を聞くとサラリーマン時代よりも今がいいと

おっしゃるんですよ。家族との時間も持てるし、

一緒に御飯を食べれるしと。そういう話を聞い

たら、やはり可能性は非常にあるなと思いまし

た。 

井上委員長 ここに８市町村書いていますよね。

これ以上に大分県内のほかのところに広がる可

能性もありますか。 

堤参考人 そうですね、そこは今の答えとして

は、私どもがそれを受けられるかと言ったらマ

ンパワーの問題で難しいのと、私たちは８市町

村から負担金をいただいて、このエリアの観光

地域づくりを任されているので、それを広げる

のは基本的にお断りしています。 

 ただ、このノウハウを教えてくれというのは

全然いいので、どうやってやったらいいのかと

いう話であれば、僕らが例えば、別の市町村の

商品を売るのは基本的にやりませんが、そうい

うやり方を伝えることはできます。 

佐藤委員外議員 私は、さきほど参考人が言わ

れた２、３年で担当が変わってしまう豊後高田

市の行政職員でした。当時、豊後高田市が考え

ていた部分の中で、そのまま引き継いでいただ

いて、国の事業を取って今の形を築いています

が、ずっと参考人に育てていただいています。

本当にあのときインバウンドという考えはなか

ったですからね。どんどんこれが広がってきた

のは大変ありがたいと思います。 

農泊に関して、例えば当時のグリーンツーリ

ズムは、本当に農業畑から入ってきた宇佐市が

特に中心にやっていた、安心院の修学旅行研修

ですね。子どもたちをたくさん集めて農家の家

の中で一緒に生活する形のものが強かったです

が、コロナで本当に一気になくなったわけです

ね。豊後高田市も、当時それをやっていた方が

みんな高齢化してやる気がなくなってしまった

という実態があったから、こういうところを今

後、もう１回復活させてあげたいなと思います。

また、賑やかだった時代が昔はあったようなの

で、そういうところの取組も少し考えてあげた

いなと思っています。その辺の何かアドバイス

をいただければ一つ。 

 それと、さきほどもありましたが、どうして

も問題になるのが、今外国人を受け入れていく

ためのガイドですね。地元の方、私もここ１年

のうちで山のお寺とかに行ったときに、外国人

だったんだと思いますが５、６人ぐらいのグル

ープで来ていて、そば屋のおばちゃんと話して

いたときも全然通じなくて、おばちゃんが困っ

てしまって、私はもう全く駄目でしたが、ちょ
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うどうちの息子がちょっと話ができたのですご

くありがたがってもらいましたが、最近よく来

るけど全然分からんのよねという話を聞いてい

ます。その辺を少し、地元の方も交え、それは

行政がやることかもしれませんが、地元の方も

交えた勉強会もできたらなと思って、よかった

らアドバイスいただければと思います。 

堤参考人 ありがとうございます。当時からお

世話になっています。そのときに行政の方たち

がその課題をちゃんと見出して民間中心、地域

中心にやろうと決めていただいたので今がある

と思います。 

 まず、農泊ですが、確かにコロナで半数以上

ですか、受入農家は減っています。一方で、教

育旅行のニーズはまた復活をして、逆にだから

数が足りないので受け入れられない状況もある

中で、今北部エリアでやっているのは、安心院

で受けれない場合は国東半島まで広げて受け入

れようみたいな形が取れるようになってきまし

た。あと、一方でインバウンド客の中で農泊に

非常に興味を持っている方もいて、来年の春で

すが、うちのツアーで一つ、２泊の農泊を提案

しています。安心院に泊まるという話もあって

今、ＷＡＬＫ ＪＡＰＡＮのツアーを通して豊

後高田市の農泊は非常に活発に動いているので、

もっと市がそういうノウハウをほかの農家にも

広めていけば受入れの流れはもっと増やせる気

はします。 

 あとは、やはり単価を上げないといけないな

と思っていますが、別府温泉はすごく宿泊単価

が上がっていて１．５倍ぐらいになっています

かね。それを考えると、ほかのエリアはまだま

だ上がっていないという実感を持っているので、

ここは上げても内容、質は十分あるのではない

かなと思います。 

 あと、インバウンド対応ですね。おっしゃっ

たように、地元の方がガイドなしで受け入れら

れるかと、やはりそれは難しいかなと思います

が、富貴寺の旅庵蕗薹での対応を見ていました

が、日本語のジェスチャーで何とか通じている

ところもあって、意外とやれている部分もある

なと思いました。どこまでこれを対応するのか

が非常に難しい問題で、今のところ国東半島エ

リアにインバウンド客が多く訪れる流れはない

と思いますが、興味があって事前に調べてレン

タカーで回る観光客は少ないですが何人か出て

きました。それをもっと楽しんでもらうために

どうするかと考えたときに、私たちができるの

はガイド付きのツアーをできますというのをも

っと知ってもらって、六郷満山の話をしっかり

できる英語ガイドを手配できるとか、そういう

のをやるしかないのかなと思っています。あと

は、最近杵築市でやったのが、英語ガイドが講

師になって地元の飲食店とかに、実はこういう

単語だけ覚えておけばコミュニケーションが取

れるんだよみたいな研修をして、そういう初心

者向けの入門編の研修を外から講師を連れてく

るのではなく地元の英語ガイドにやってもらっ

たりしています。 

佐藤委員外議員 ＬＩＮＥの通訳はどうでしょ

う。ＬＩＮＥですると即座に英語で出てくる。

あんなのを店の人に教えてあげるといいかなと。 

堤参考人 そうですね。実は農泊の家庭もそう

いうアプリケーションを使って、今瞬時に翻訳

ができて、その精度も非常に上がっているので、

それを使うのは非常にいいと思いますね。そう

することで、何か言われたらこれにしゃべって

と言えば翻訳してくれるから、それをどこがや

るかなんでしょうけど、そういうのを準備して

あげるとか、それはいい案だと思います。 

井上委員長 いろいろと示唆に富んだ話ありが

とうございました。またいろいろと活動の参考

にさせていただきたいと思います。 

 今日は長時間どうもありがとうございました。

（拍手） 

〔堤参考人退室〕 

井上委員長 それでは、次第３です。付託事件

（２）の進め方について、事務局に整理させま

した。これまでの振り返りも含め、事務局に説

明させます。 

〔事務局説明〕 

井上委員長 ただいまの説明について、御意見

等ある方は発言ください。 

〔「なし」と言う者あり〕 
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井上委員長 それでは、付託事件（２）につい

てはこのような視点で調査、検討を進めること

で、いかがでしょうか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

井上委員長 次の次第４になりますが、所管事

務調査先・参考人招致の案についても、委員か

らいただいた御提案も入れて、事務局に整理さ

せています。事務局は説明をお願いします。 

〔事務局説明〕 

井上委員長 今後の参考人や視察先については、 

調査の期間も限られているので、これらの候補

の中からさらに選定していく必要があります。 

 私としては今後、地域連携ＤＭＯとしてのツ

ーリズムおおいたの役割などが重要になるとの

観点から、県外の視察先については新潟県観光

協会や雪国観光圏など、先駆的な取組を行って

いるＤＭＯを視察先にしてはどうかと思います

が、いかがでしょうか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

井上委員長 特に、調査したい視察先や意見を

聞きたい参考人等がいれば発言をお願いします。 

三浦委員 これは宿泊日数や予算は決まってい

るんですか。 

事務局 今のところ、泊数や金額については決

まっておりません。皆さんと相談しながら可能

な日程で調整したいと思います。 

三浦委員 新潟県については皆さん異論がなか

ったと思いますが、隣の富山県などにも視察す

るのは可能ですか。 

事務局 そういうプランも可能です。 

三浦委員 では、提案させていただきます。 

井上委員長 今後の詳細な視察先を決定したい

と思います。なお、県外の視察先については視

察先との調整などもあるので、訪問先のおおま

かな地域だけはこの場で決めたいと思います。 

 本日の話を踏まえ、新潟県を含む北陸地方を

視察する方針で、より詳細な計画を作成したい

と思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

井上委員長 来年度の本委員会のスケジュール

について、事務局は説明をお願いします。 

〔事務局説明〕 

井上委員長 年間のスケジュールについて、事

務局案のとおりでよろしいでしょうか。 

〔「はい」と言う者あり〕 

井上委員長 御異議がないので、そのようにし

ます。 

 次に、４月の県内所管事務調査についてはい

かがでしょうか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

井上委員長 それではその方向で、所管事務調

査の行程を調整の上、できるだけ早く事務局か

ら連絡させます。なお、県内・県外含め、視察

先については、本日の協議を踏まえ調整します

が、先方のアポが取れない場合等の代替策につ

いては私に御一任いただきたいと思います。 

この際、何かありませんか。（「４月の県内

所管事務調査は、１日で３か所全部回るという

認識でよいか」という者あり） 

事務局 そのとおりです。 

井上委員長 それではこれで終わりにしたいと

思います。次回の県内所管事務調査の詳細につ

いては、事務局から改めて連絡させます。 

お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


